
球

柿

八
心

温

泉

の

試

掘

に

裁

て

節

Z
fmi

員

二
六

石

成

草

血

緒

言

人
工
的
に
非
を
掘
-
て
温
泉
を
碍
ん
と
す
る
の
は
､

昔
か
ら
本
邦
狙
泉
地
随
感
で
試
み
ら
れ
た
革
で
あ
る
が

維
新
以
後
園
力
の
敬
展
､
.人
口
の
樹
姫
､
終
審
の
増
加

に
伴
っ
て
~
温
泉
の
試
掘
も
亦
漸
次
盛
に
行
は
る
る
蕨

に
為
っ
た
も
の
で
.p
特
に
日
柄
｣
日
露
称
戦
役
筏
及
び

世
界
大
戦
の
中
頃
以
後
に
は
､
何
れ
も
綬
姉
界
の
好
況

時
期
が
あ
っ
て
.
泥
泉
醇
客
も
劇
槍
⊥
'
総
て
減
免
試

掘
熟
の
勃
興
を
凍
し
た
の
は
常
然
で
､
就
中
大
正
十
年

頃
か
ら
脱
臭
就
掘
熱
が
著
-
旺
盛
ビ
盛
-
､
新
に
温
泉

場
の
開
磯
せ
ら
れ
た
も
の
も
枚
拳
に
蓮
の
な
い
轟
で
あ

る
.
然
る
に
客
数
の
試
掘
者
が
只
璃
白
の
計
番
や
希
望

に
熱
中
遇
進
す
る
の
除
'
周
囲
の
関
係
を
考
慮
す
る
も

の
妙
な
-
.
社
々
蜜
大
な
る
影
響
を
周
囲
の
温
泉
や
其

他
に
及
ぼ

し
て
､
蔑
多
の
物
講
を
惹
起
し
､
又
試
掘
の

個
魔
を
選
定
す
る
に
督

-
p
汲
め
地
質
'
温
泉
構
造
曲

守
.9
攻
究
を
属
さ
ず
'
地
質
尊
者
の
開
窓
を
待
花
車
し

て
.
任
意
に
之
を
行
ひ
た
る
膚
め
に
切
角
の
.金
歯
も
塞

-
資
本
を
投
じ
.
苦
心
凍
累
ね
て
漆
に
失
敗
L叶
終
-
た

る
も
の
多
-
'
偶
々
好
結
果
を
程
た
る
甘
の
は
､
其
十

中
の

<l
に
及
ぼ
す
.
し
か
も
其
等
は
偶
然
の
結
果
た
る

に
過
ぎ
ぬ
薯
祝
で
あ
る
の
は
､
賓
に
遺
憾
に
魅

へ
ざ
る

所
で
あ
る
.
故
に
脱
炭
試
掘
の
他
に
及
ぼ
す
利
薯
穆
失

厘
p
従
凍
幾
多
の
賓
例
に
就
て
詳
細
に
攻
究
L
t
又

一

面
に
は
新
温
泉
の
湧
出
す
る
個
盛
の
地
質
や
'
温
泉
構

造
線
や
､
含
温
泉
暦
を
出
塞
得
べ
き
だ
け
梓
査
推
究
し

て
.
賂
凍
斯
業
の
塵
考
に
資
す
る
革
は
'
地
聾
者
の
雷

魚
の
責
務
で
あ
ら
う
｡

近
凍
石
約
の
探
究
に
就
て
は
'
地
質
構
造
が
大
に
蚤

要
硯
せ
ら
れ
､
数
十
年
前
に
於
で
.
地
質
聾
者
の
瞥

百

を
腫
潤
し
顧
み
ざ
ら
し
東
栄
豪
も
､
地
質
の
調
査
を
第



山
の
要
件
ビ
す
る
に
至
-
.
隠
遁
の
開
業
や
､
堰
堤
の

築
造
､
上
水
道
の
新
設
等
土
木
叉
は
建
築
等
の
事
業
に

も
岩
石
の
性
質
や
地
質
の
踊
係
が
慣
重
に
考
慮
せ
ら
る

る
様
に
満
っ
た
の
は
､
是
迄
の
飽
多
の
若
き
凝
廟
が
数

へ
た
結
果
で
あ
っ
て
.
峯
井
試
錐
の
事
業
に
向
っ
て
も

党
以
て
詳
細
な
る
地
質
の
調
査
研
究
に
得
た
ね
は
な
ら

ね
こ
正
は
､
今
夏
孝
吉
を
要
せ
ぬ
｡

≡

温
泉
試
掘
の
賓
例

明
治
の
初
年
以
凍
､
汲
泉
試
掘
の
賓
例
は
頗
る
多
-

到
底
枚
拳
に
地

へ
ざ
る
程
で
あ
る
が
､
今
は
其
中
の
数

者
を
奉
げ
て
'
其
薯
況
.
地
質
､
温
泉
脈
及
び
周
囲
に

及
ば
せ
る
影
響
等
智
略
逃
し
､
今
後
の
試
掘
者
の
塵
考

に
資
せ
や
-
0

(
イ
)
編
聞
膳
二
日
市
町
武
蔵
泡
泉

明
治
甘
二
年
頃
'
九
州
餓
遺
骨
配
は
､
草
薮
の
元
な

る
小
渓
流
の
繰
(川
湯
よ
-
約
五
十
間
瀬
の
虚
)
に
於
で

温
泉
を
程
ん
が
凋
め
に
､
約
二
拾
尺
掘
-
下
げ
た
る
に

微
池
湯
を
糧
た
が
p
附
妃
の
基

W小
は
渦
れ
p
渦
泉
に

も

影
響
七
化
か
ら
P
掘

進

を

中

止

し

寵

｡

統
裁
の
試
桝
に
就
て

明
治
廿
凹
年
前
谷
澄

1
氏
が
､
武
減
猟
泉
兼
館
延
静
_

舘
の
裏
､
帆
足
固
造
功
罪
を
約
五
尺
掘
り
下
げ
た
る
に
-

温
泉
は
所
出
し
陀
る
も
､
是
が
薦
め
'
葬
師
歯
､
川
湯

共に
貴
濁
し
'
温
度
も
低
下
し
て
'
入
浴
に
過
せ
ざ
る

様
に
満
っ
た
か
ら
'
湯
町
置
民
は
止
む
を
串
や
[
川
湯

を
七
尺
乃
至
十
五
ノ
P
御
前
湯
を
十

t
尺
'
薬
師
湯
を

九
尺
(
丙
)十
二
八
五
寸
(
乙
)十
五
八
七
寸
(甲
)梶
-
下

げ
て
'
温
泉
を
晴
々
懲
悪
に
復
せ
し
む
る
轟
を
御
た
が

是
が
虜
に
稲
見
屋
､
湊
屋
､
筑
紫
館
の
湯
は
殆
ん
で
冷
.

泉
ビ
盛
っ
て
了
つ
た
､
其
後
光
屈
の
湯
拝
に
延
等
舘
の

湯
元
を
各
々
二
､
三
尺
掘
り
下
げ
た
る
に
'
東
成
多
少

他
の
猟
泉
に
影
響
し
.
川
湯
の
如
き
は
温
度
薪
-
し
低

下

し
た

｡

明

治

三
十
年
頃
村
上
哉
太
郎
氏
が
､
薬
師
湯
の
菱
に

於
で
p
粉
坤
か
ら
約
二
十
問
の
塵
で
､
温
泉
を
試
掘
L

的
官
二
十
尺
掘
-
下
げ
た
時
'
漉
泉
は
顔
出
し
た
が
､

敏
い
岩
石
に
常
-
て
中
止
し
､
且
つ
在
衆
の
漉
泉
に
影

響
し
た
か
ら
跳
波
し
た
｡

大
正
二
年
十
月
頃
二
日
市
町
戸
田
秀
氏
は
'
汲
町
の

兼
約
苫
五
十
間
､
草
薮
の
元
の
水
田
中
で
'
試
掘
を
魔

孟

二
七



瑚

瑚

第
八
傘

こ
し
､
地
表
下
深
さ
十
尺
許
-
で
徴
税
湯
を
得
､
荷
掘

進
し
た
る
に
却
て
水
ビ
虜
-
た
る
が
'
下
方
に
賦
払
湧

吃

出
す
べ
し
ビ
線
期
し
､
快
さ
官
尺
に
蓮
L
た
る
に
､

就

き岩
盤
に
準

い
､
脱
泉
を
得
ず
し
て
中
止
し
た
'
併
し

比
の
掘
峯
は
武
蔵
温
泉
に
は
著
し
い
影
響
は
無
か
っ
た

武
減
温
泉
は
温
度
華
氏
室

斉

発

二
.
六
度
の
含
疏

飽
栗
鼠
で
､
洪
積
層
の
砂
塵
中
か
ら
湧
出
し
､
湯
口
は

三
十
八
相
成
ゐ
ゎ
て
.
其
分
布
は
賂
^̂
南
北
に
配
列
L

楓
湧
出
量
は

一
時
間
約
五
十
七
石
許
わ
で
あ
る
｡(
大
正

三
年
四
月
調
査
)

温
泉
の
所
在
は
､
天
秤
山
附
鑑
の
花
捕

岩

岡
阜

地

に
近
き
低
地
に
偏
在
L
t
薬
価
湯
に
於
け
る
掘
-
下
げ

の
賓
況
に
よ
れ
ば
'
地
下
厚
さ
約
二
二

二
尺
の
殖
手

の

ち
.
其
下
に
厚
さ
約
二
尺
の
粘
土
あ
-
て
'
史
に
白
砂

だ
激
憤
竪
父
ふ
る
も
の
厚
さ
五
'
六
八
あ
-
､
其
下
は

厚
さ
約
二
尺
の
増
黄
色
粘
土
で
'
緩
た
厚
さ
二
二

二
尺

の
砂
塵
だ
酌

一
尺
の
粘
土
を
緯
て
聞
き
砂
磯
圏
ビ
為
る

温
泉
は
此
層
か
ら
湧
き
出
て
屑
る
､
併
し
亀
鑑
の
割
合

に
高
い
こ
亡
か
ら
考
ふ
れ
ば
､
本
源
は
浬
-
花
闘
岩
中

に
あ
り
で
.
裂
始
を
博
ふ
て
上
昇
し
'
倉
水
圏
た
る
砂

節

1
班

二八

二
八

魂
中
に
入
り
-
.地
表
水

だ混
じ
て
'
温
度
は
下
-
.
分

量
は
噌
大
し
て
地
表
に

湧
き
出
る
も
の
ビ
推
定

せ
ら
る

湯
坤
の
配
列
が
晴
々
南
北
で
あ
る
の
は
'
花
園
岩
の
裂

櫨
が
此
方
向
に
在
る
兼
め
で
あ
ら
-
､
地
表
に
近
い
水

は
､
地
層
の
傾
斜
に
運
ひ
'
概
し
て
北
西
方
に
放
る
る

も
の
ら
し
-
､
温
泉
が
地
表
水
}品

す
る
こ
て
は
､
西

北
方
に
進
む
ほ
ど
多
い
葦
で
､
武
職
温
泉
の
粗
度
が
'

東
南
に
在
る
も
の
ほ
ざ
高
い
の
ば
､
恐
-
は
是
が
為
め

で
あ
ら
う
'
企
て
此
花
尚
岩
の
.裂
醇
に
近
い
盛
に
試
掘

す
れ
ば
､
制
令
に
温
度
の
高
い
恨
泉
を
神
ら
る
る
貸
で

あ
る
が
､
是
を
速
ぐ
離
れ
て
は
温
泉
は
村
難
い
'
叉
新

温
泉
を
掘
り
普

つ
れ

ば
'
捉
兼
の
粗
放
に
影
響
す
る
串

を
覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
｡
併
し
花
園
岩
の
別
.9
裂
姫
の

虞
に
掘
-
曹

つ
れ
ば
'
従
雄
の
温
泉
に
影
響
な
き
新
温

泉
,<qIJ得
る
翌
が
各
然
無
い
}J
は
考

へ
ら
れ
な
い
が
､
鳥

は
地
表
に
金
-
其
表
徴
が
強
い
か
.ら
求
め
督
て
る
革
は

願
る
困
難
で
あ
ら
-
｡

(
伊
)鳥
取
市
外
膏
方
村
膏
方
油
泉

明
治
聖

ハ
七
年
の
頃
､
蛾
道
確
実
工
事
の
際
'
偶
然

敵
狐
水
の
挽
き
抽
た
事
が
あ
pc,'
其
以
前
よ
-
水
田
中



鷹
々
積
雪
の
目
立
ち
て
早
-
滑
ゆ
る
個
所
が
あ
-
.
辛

兼
晶
治
小
学
向
フ
フ
ケ
関
の
水
圧t
中
に
は
､
現

に
微
脱

水
の
湧
き
揖
て
屠
る
虞
が
あ
る
､
是
等
の
軍
資
か
ら
束

附
い
て
p
其
噴
数
十
相
成
の
消
臭
制
掘
お
安
施
し
た
が

恨
泉
を
得
た
の
は
僅
々
数
個
に
過
ぎ
や
p
何
れ
も
甑
度

三
〇
庶
乃
至
五
〇
皮
(輯
氏
)
の
歴
粗
放
で
､
湧
田
口
配

列

の
方
向
は
粛

々
膚
か
ら
国
々
北
で
あ
っ
て
p
此
線
を

姓
.長
す
れ
ば
二

1二

二
の
徴
温
泉

(嘩
氏
二
八
乃
至
三

〇
度
)
の
湧
出
し
て
居
ろ
寺
町
騎
泉
場
を
経
て
p
鳥
取

市
二
階
町
穂
的
卒
市
民
の
飽
水
井
(水
温
桐
氏

一
九
庶
)

所
在
地
か
ら
'
正
に
西
北
大
森
醐
融
境
内

の
飽

水
非

(水
挽
楳
氏
二

h
tid
)
所
在
地
に
蓮
す
る
｡

以
上
の
事
薯
に
よ
れ
ば
､
膏
方
附
並
に
於
け
る
撒
泉

脈
の
方
向
は
西
北
西
で
'
鳥
取
苗
の
北
方
久
桧
山
を
偶

成
す
る
花
園
岩
節
印
の
方
向
に
は
､
北
三
〇
度
東
だ
北

三
〇
度
酉
が
著
し
い
､
試
掘
の
賓
況
に
よ
れ
ば
､
脱
炭
は

地
下
八
､
九
〇
尺
p
岩
盤
に
接
す
る
砂
塵
牌
か
ら
出
る

様
で
あ
る
､
地
表
下
三
〇
八
位
ま
で
は
粘
土
で
､
次
に

厚
さ
約
六
尺
の
粉
賭
色
細
砂
､
厚
さ
二
十
四
､
五
尺
の

郷
士
p
厚
さ
約
二
〇
尺
の
白
色
細
･pi
け
ち
っ
て
､
厚
さ

脱衣
の
試
料
に
放
て

1
C
尺
飴
の
砂
塵
ビ
燭
-
.
渦
泉
が
是
か
ら
出
る
.
此

砂
塵
暦
の
下
は
硬
い
岩
醇
で
'
是
を

一
五
7
六
尺
掘
て

も
'
湯
の
畳
は
増
加
せ
ず
､
温
度
も
上
ら
ぬ
ビ
い
ふ
｡

こ
の
岩

磐

は
花
尚
岩
で
あ
る
か
'
叉
は
之
を
突
き
構

わ
て
噴
出
し
た
流
紋
岩
か
判
明
し
無
い
が
､
兎
に
角
狙

泉
の
本
源
は
こ
の
岩
磐
に
在
る
罫
疑
無
い
､
其
製
櫨
か

ら
熟
泉
が
田
で
.
砂
塵
暦
中
の
地
表
水
ビ
混
じ
で
湧
出

す
る
の
で
あ
る
か
ら
､･
裂
櫨
に
近
い
威
ほ
ざ
洩
皮
が
商

い
が
､
之
を
撞
か
れ
ば
胞
庇
は
低
下
す
る
葦

セ
あ
る
'

大
正
十
三
年
以
後
膏
方
温
泉
場
か
ら
西
北
西
に
普
る
､

鳥
取
停
球
場
北
方
の
水
田
中
で
'
数
個
虞
にこ
拭
掘
を
施

こ
し
洗
さ
す
尺
内
外
で
､
硫
氏
五
〇
度
許
わ
の
池
魚
を

得
.
湧
出
蓋
も
舶
常
豊
富
t･言

を
大
に
富
で
居
た
者
が

あ
れ
た
が
､
附
近
濫
掘
の
結
果
､
温
泉
湧
出
盈
典
に
漸

減
し
､
失
望
し
た
模
様
で
あ
る
.
是
賓
に
後
者

bJl督
め

ど
馬
す
べ
き
事
薯
で
あ
る
｡

(
ハ
)鳥
収
楳
東
伯
郡
松
崎
村
兼
郷
弧
泉
及
び

洩
津
村
新
東
郷
蝿
泉
＼

共
に
楽
郷
潮
岬
の
沖
積
層
か

ら

湧
出
す
る
捜
質
温
泉

で
､
iTii衆
東
郷
潮
底
か
ら
徴
泥
炭
が
挽
き
出
て
居
る
革

克

二
九



地

.球

欝
八
巻

は
.
漁
夫
等
の
知
る
虞
で
あ
っ
光
か
ら
､
明
治
十
七
年

東
郷
潮
の
甫
岸
蛾
立
地
に
試
掘
L
P
探
さ
五
十
五
尺
で

泉
挽
輯
氏
五
〇
度
の
湿
泉
を
相
克
の
が
養
生
舘
の
明
玉

の
湯
で
.
湧
出
蛍
は
大
正
十
三
年
八
月
調
査
潜
時

1
時

間
約
二
十
三
着
飴
で
ぁ
る
､
其
兼
に
和
島
秀
減
氏
の
掘

-
て
碍
た
閣
湯

(
泉
渦
痢
氏
五
〇
度
､
協
出
畳

一
時
間

大
石
)
ビ
兼
脇
(
泉
阻
隔
氏
四
七
度
)
だ
が
あ
る
｡

枚
略
停
軍
湯
前
に
は

(
大
正
二
年
据
襲
し
た
餓
道
官

舎
第

1
披
井

(
深
さ

一
〇
C
尺
､
水
泡
購
氏
三
二
.
五

痩

)
が
あ
･･｡
'
其
附
近

に
大
正
元
年
以
凍
十
三
年
迄
の

間
に
掘
峯
し
た
井
が
十
二
掴
め
rI
て
､
北
六
〇
度
乃
至

六
五
度
兼
の
方
向
に
排
列
L
､
深
さ
は
何
れ
も
五
〇
尺

内
外
で
､
水
温
は
駒
氏
二
七
庇
乃
至

二
七
庇
で
あ
る
､

傭
大
正
十
四
年
以
後
p
武
堀
に
依
り
四
〇
度
位
上
の
洩

痕

を
得
た
ど
い
ふ
事
で
あ
る
が
､
其
薯

視
を
客
に
し
な

い
､
地
膚
の
状
況
は
何
れ
も
大
同
小
異
で
､
地
表
下

1

0
尺
迄
は
白
砂
p
某
よ
り
三
五
尺
間
鴇
色
泥
土
､
三
尺

如
上
練
り
粗
砂
二

二尺
鼎
大
砂
利
で
荷
岩
磐
に
連
せ
ず

倣
汲
水
が
此
虞
か
ら
湧
出
す
る
だ
い
ふ
｡
地
下
水
脈
の

方
向
は
此
の
井
の
配
列
が
示
す
も
の
yJ
考

へ
ら
る
る
O

肺

!
舵

f11
C
I

三
〇

於
崎
停
靖
場
ビ
兼
郷
温
泉
ど
の
間
の
田
呼
む
､
顔
温
顔

(癌
氏
三
〇
鹿
)
の
湧
出
個
魔
が
あ
っ
て
'
其
位
優
は
東

郷
備
泉
の
兼
に
潜
る
｡

アサ
フヅ

浬

津

村

新
東
郷
脱
泉
場
Li
於
け
る
湯
口
の
配
列
は
'

正
し
-
束
酉
で
あ
っ
て
､
東
郷
潮
中
二
個
鷹
の
徴
温
泉

(棉
些

1九
度
)兼
用
胸
臆
も
丁
度
其
延
長
線
上
に
在
る

新
兼
郷
温
泉
の
開
掘
は
'
明
治
肝
五
年
滑
水
晴
次
郎

氏
湛
既
用
水
を
稗
ん
だ
す
る
目
的
で
'
非
を
堀
で
偶
然

温
泉
を
神
化
の
が
初
め
で
あ
る
'
現
時
の
場
坤
を
西
か

ら
兼
に
列
嚢
す
れ
ば
､
次
の
迫
-
で
あ
る
｡

T

)
杉
本
き
よ
の
揚
'
淡
さ
約

一
〇
〇
尺
.
泉
腺
癌

氏
四
六
度
'
(2
)
腰
井
.
(3
)
山
崎
も
ど
の
湯
､
搾

さ
不
詳
､
泉
温
五
六
度
､
(4
)
長
江
低
減
の
湯
､
大

正
十
三
年
掘
襲
､
浅
さ
八

一
尺
､
泉
弧
五
六
度

(5
)

日
の
出
湯
深
さ
不
評
泉
脱
五
七
度
､

6
)
本
多
頚
治

の
湯
深
さ
八
十
飴
尺
'
泉
温
室

二
七
五
度
､す

)
本
多

重
治
の
湯
操
不
明
泉
亀
四
七
度
'
(co
)
石
垣
に
接
し

測
定
し
得
ず
､
す
)
山
陰
ホ
テ
ル
草
餅
.
-深
さ
不
詳

免
租
五
七
度
.
(10
)
山
陰
ホ
テ
ル
南
の
揚
深
さ
不
評

泉
汲
六
三
度
'
(ll
)-兼
郷
館
の
湯
深
さ
不
評
泉
温
五



二
度
､
(12
)
兼
郷
関
湯
､
泉
脱
四
九
皮
､
(13
)
日
進

舘
湯
'
泉
汲
四
九
p
五
度
､
(14
)
武
内
熊
太
郎
湯
､

泉
瓶
四
丑
度
､兎

)
同
露
天
湯
四
三
､
五
度
(駒
氏
)
地

)膚
の
状
況
は
地
表
下

l
八
八
迄
錯
色
粘
土
p
英
よ
り

厚
さ

1
八
尺
兼
白
色
細
砂
.
更
に
三
〇
士
次
白
色
粘
土

其
下
厚
さ
三
〇
尺
累
色
粘
土
'
厚
三

7二

二
尺
の
粗
砂

(含
湯
暦
)､

こ
の
粗
砂
は
掘
進
困
難
で
三
尺
以
上
掘
っ

た
程
瀞
が
無
い
か
ら
'
其
厚
さ
も
其
下
の
地
層
も
列
ら

ii
い
｡
各
井
掘
袈
常
時
地
層
の
状
況
は
似
て
居
る
が
.

只
中
間
の
-次
白
色
細
砂
暦
は
厚
さ
が
不
定
で
､
金
然
無

い
虞
も
あ
っ
た
''J
い
ふ
'
是
は
現
時
兼
郷
湖
の
西
を
北

流
す
る
天
利
川
が
､
常
で
兼
郷
潮
に
流
入
し
た
頃
'
沈

積
し
た
も
の
ど
考

へ
ら
る
る
｡

地
下
温
泉
脈
の
方
向
は
於
崎
､
兼
郷
で
は
東
北
兼
､

洩
津
で
は
東
西
で
､
正
し
-
こ
の
附
近
の
地
質
構
造
上

の
弱
線
だ

1
致
し
'
こ
の
朝
練
を
衝
で
噴
出
し
た
輝
石

安
山
岩
叉
は
玄
武
岩
に
温
泉
の
本
源
が
あ
る
だ
推
定
せ

ら
る
る
｡
総
て
今
後
の
此
地
方
弧
泉
の
試
掘
に
は
､
こ

の
考
を
基
礎
ビ
し
て
p
地
鮎
を
選
定
す

べ
き
で
あ
る
｡

カ
-.･ケ

(
ニ
)鳥
取
騒
西
南
那
蒲
生
財

嚢

生

甑
泉

沢

瓜
の

試
桝

に

裁

て

西
伯
郡
米
子
町
の
北

一
旦
弱
p
夜
風
ケ
渚
の
海
岸
砂

洲
中
に
在
る
､
常
で
日
野
川
の
沿
岸
に
不
完
金
な
温
泉

は
ゐ
つ
た
が
､
温
度
低
-
し
て
入
洛
に
過
し
無
か
つ
セ

大
正
十

一
年
十

一
月
よ
h
温
泉
の
拭
操
に
著
手
し
､
数

個
の
非
を
掘
っ
た
､
第

一
壊
井
は
'
深
さ

一
五
〇
尺
に

て
水
温
梧

氏
三
二
度
に
上
-
た
る
の
み
で
t
qT･は
贋
非

だ
馬
っ
て
居
る
'
第
二
縄
井
は
､
大
正
十
二
年

十
月
著

手
L
t
探
三

三

〇
尺
'
泉
温
桐
氏
六
九
度
-
第
三
嘩

非
は
深
さ
三
〇
五
尺
､
泉
況
六
九
度
､
±

馬
力
の
電
気

ポ
ン
プ
で
､
高
さ
二
二
尺
容
量
宵
二
十
石
の
貯
湯
タ

ン

ク
に
温
泉
を
混
み
上
げ
て
之
を
配
給
し
て
居
る
が
.

I

日
の
配
給
量
は
約
四
官
有
で
相
綿
々
た
る
傭
裕
が
あ
る

掘
峯
常
時
地
下
の
状
況
は
次
の
迫
り
で
あ
る
｡

廠

非

鱒
二
雛
非

地
下
駅
さ
(
尺
)

地

宜

地
下
淡
さ
(氏
)

地

質

7
0

花
=轡
=雲

砂

二
〇

粗
砂
(畿

髭

械
附
誓

)

二
｡

小
磯

(触那
矯

鮒

㌔

一
高

礎

(蔑

完

意

禦

三
〇

磯
と

砂

六
凹

粗
砂
(石
英
多

し
)

四

〇

､
淡
白

細砂
(
鼎

蛮
付
和
焚
ふ
)
六

九

机
砂
(火
山

岩
層
多

L
)

三

77H
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地

球

八 七 六.五
〇~0 0 0

知

悉
を豊
介･IB
在を
ぜ交
り-一ヽ一_メ
七

弟

八
巻

粗
砂
(
且
の
杯
i
:
私
突
ふ
)

粗
砂

八
六

小
磯
(正
郎

"
カ
至
二
獅
)

粗
砂
'
小
磯
控
料

;顔

一
〇
六

前
同
断

九

〇
一
〇
〇

一一〇
1二〇

一

三〇
一
四
0

7
五
〇

風

解
諾

い‰

釧
増

)三
言

孟

宗

(
抑
顎

JtC｡
)

風

鈴

槻
鮎

川7
.=
k

)

=

完

小
磯

砂
(
棚
糊
識

㌫

糊
準

正
｡

粗
砂
(
雷

-

妨
三
紀
収
淡
貢
･:訂

〓
ハ
二

次
也
斑
状
潜

粗
砂
小
硬
な
交
ふ

一
七
二

叔
粗
砂
(
主
に
内
山れ
肘
)

中
粒
砂
及
瞭

(
柊
約

一
灘
)

7
八
三

粗
砂

鉄
塊
枚
安
山
岩

丁
八

八

叔

机

砂

前
同
断

7
九
〇

舶

同

断

7
九

七

凝
淡
紫
ハ内
岩
肘

な
交
ふ
)

二

一
〇

長
粗
砂

二
三
〇

畔
相
次
也
収
灰
石

泉
源
は
砂
洲
を
構
成
せ
る

砂
磯
原

の

下

に

胎

衣
せ
る

第
三
紀
凝
次
岩
貢
岩
を
貫
い
て
噴
出
し
た
刊
閃
安
山
岩

中
に
在
る
こ
ご
疑
な
し
'
地
葉
の
窮
線
即
ち
温
泉
脈
の

方
向
は
'
附
並
に
岩
村
の
露
出
が
全
然
無
い
か
ら
判
然

妨

T･髄

室

三
二

し
な
い
が
'
前
記
三
伯
の
汲
泉
井
ビ
附
近
の
海
機
に
･熱

在
す
る
敏
弧
免
償
的
胸
臆
を
辿
ね
て
見
れ
ば
､
北
五
七

皮
乃
至
六
〇
度
西
の
方
向
で
､
今
後
温
泉
の
試
掘
せ
ら

る
べ
き
は
､
皆
生
か
ら
班
南
東
に
普
る
依
陀
'
日
清
松

岡
の
地
域
で
あ
ら
-
｡

カ
ナ

(
ホ
)
和
歌
山
豚
西
牟
婁
那
瀬
戸
鎗
山
村
敵
幡
池
泉

従
凍
清
の
湯
､
番
屋
湯
'
仙
気
軌
､
屋
形
場
'
元
淑

栗
湯
､
崎
の
港
が
西
北
西
に
走
る
海
岸
に
配
列
し
て
居

て
､
鯨
の
湯
､
不
老
甑
泉
.
岩
間
の
吸
は
其
某
北
に
在

る
'
泉
弧
は
四
三
-
乃
至
五
二
度
(埠
氏
)で
､
各
港

一

時
間
の
湧
出
量
は
'
約

一
石
乃
至
大
石
で
あ
る
､
大
正

シうラ

十

一
年
二
月
白
良
潰
土
地
徴
式
骨
牡
は
'
白

良

啓
の
鯨

岸
か
ら
約
百
間
の
海
底
に
放
浪
泉
の
湧
き
出
で
居
た
濃

を
､
二
五

.
七
尺
掘
峯
L
T
F
温
度
六
二
度
(構
成
)､

湧
出
量

1
時
間
約
四
石
の
池
泉
を
村
､
之
を
電
束
ポ
ン

プ
で
白
檀
館
の
タ
ン
ク
に
引
き
上
げ
浴
用
に
供
し
て
居

る
'
掘
婁
七
た
海
底
の
地
質
は
､
快
さ
九

〇
七
凡
ま
で

白
色
祉
砂

で
､
其
よ
-
下
は
箪

二
紀
柑
岩
で

あ
っ
た
が

其
中
に
褐
餓
鋸
が
侵
放
し
て
非
常
に
硬
質
の
部
分
の
厚

さ
二
尺
内
外
の
も
の
が
改
野

の
つ
た
､
同
愈
配
は
此
附



近
に
於
て
'
大
正
十
三
年
迄
に
十
六
個
の
井
を
掘
っ
た

が
'
其
中
浴
用
に
堪
ふ
る
汲
泉
を
得
た
の
は
､
銀
の
毅

の
兼
北
海
樺
で
試
掘
し
た
､
黄
金
ノ
輿

1
)
深
さ
五
二

尺
'
免
租
四
二
度
~
(
瑞
氏
)黄
金

ノ
*
(2
)
深
さ

一
C

O
尺
'
泉
汎
五
〇
度
'
不
老
汲
泉
'
深
さ
八
尺
'
泉
況

五
一
度
､
岩
岡
ノ
溶
､
深
さ
八
尺
'
泉
温
四
八
度
の
四

で
､
他
は
何
れ
も
低
温
で
あ
る
'
其
中
自
活
館
の
西
北

に
在
る
生
絹
ノ
湯
は
'
深
さ
三
六
〇
尺
で
､
泉
温
三
八

皮
(覇
氏
)､
瑞
穂
港
は
深
さ
三
〇
三
尺
で
'
泉
汲
三
四

度
に
過
ぎ
ぬ
､
湧
出
畳
は
､
黄
金
ノ
輿
1
)
ビ
､
瑞
穂

湯
ビ
が
最
も
多
-
､

1
時
間
約

1
二
石
飴
に
蓮
す
る
が

他
姑
何
れ
も

一
時
間
約

1
石
乃
至
四
石
許
に
過
ぎ
ぬ
｡

(
以
上
何
れ
も
上
線
掘
)

大
正
十
三
年
旅
館
有
田
屋
三
木
善
左
衛
門
氏
は
'
港

崎
温
泉
場
に
従
凍
内
紛
の
無
き
を
遺
憾
ビ
し
､
塔
の
骸

の
東
北
に
管

.Q
其
屋
敷
地
内
で
'
温
泉
の
試
掘
を
賓
施

し
不
完
全
な
る
上
線
掘
で
'
聖
夜
な
る
岩
石
の
為
め
に

起
っ
た
幾
多
の
故
障
に
屈
せ
す
､
苧

心
努
力
の
結
果
'

深
さ
二
六
七
〇
七
尺
で
'
泉
堅

ハ
六
｡
五
度
'
湧
出
量

1
時
間
約
三
石
の
況
泉
を
得
た
'
是
は
四
三
分
乃
至
五

紐
鹿
の
就
相
に
放
て

1
分
平
均
四
六
分
を
距
で
規
則
正
し
-
間
飲
的
に
程
約

7
寸
の
銭
管
口
よ
り
約
二
､
三
尺
の
高
さ
ま
で
毅
か
噴

き
揚
げ
術
後
現
今
ま
で
噴
勘
の
･状
況
に
率
動
は
無
い
'

故
徳
川
掩
愉
侯
は
是
を

不
惑
間
飲
温
泉
Ld
命
名
せ
ら
れ

た
､
関
西
地
方
に
は
日

づ
ら
し
き
境
港
泉
で
あ
る
｡

モ
リ

港
晴
文

里

土
地
株
式
骨
牡
は
､
是
に
激
職
せ
ら
れ
､

崎
ノ
湯
の
東
南
東
､
早
場
ノ
谷
小
字
木
剖
場
で
､
上
組

堀
の
試
錐
を
貨
施
し
'
大
正
十
四
年
十

一
月
､
深
さ

1

七
五
･
二
尺
で
'
泉
汲
七
三
度
(梅
氏
)'
湧
出
量

一
時

間
約

1
0
石
の
温
泉
を
得
た
'
是
は
約
三
分
飴
を
距
で

て
閑
散
的
に
成
管
口
か
ら
約
三
｡
四
尺
の
高
さ
ま
で
頃

場
す
る
も
の
で
'
湯
晴
間
歌
温
泉

だ
名
づ
け
た
｡

同
骨
牡
は
'
大
正
十
四
年
四
月
､
早
場
ノ
谷
の
水
岨

中
で
'
試
錐
を
施
こ
し
ー
深
さ

一
五
六
･
六
尺
で
'
温

度
六
〇
度
(駒
崎
)､
湧
出
量

1
時
間
約
四
石
の
温
泉
を

得
､
.
同
年
十

1
月
よ
ト
早
場
ノ
谷
小
字
水
通
し
の
水
田

中
に
試
錐
を
施
行
し
､
深
さ

二
二

尺
で
'
温
度
五
八

磨
(
瑞
氏
)
の
狙
泉
を
得
､
釦

ノ
場
の
東
方
約
七
〇
間
の

渓
流
側
で
､
大
正
十
川
年
六
月
'
深
さ
三
〇
九
尺
で
'

井
底
に
於
け
る
温
度
五
八
樗
(犠
氏
)
の
温
泉
を
得
た
が

塁

ニこ
こ
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球

節
入
谷

地
表
に
出
る
ま
で
の
聞
に
低
温
水
･,J
混
じ
､
地
表
で
は

三
九
度
に
降

･｡
､
是
は
浴
用
に
適
せ
ぬ
｡

大
正
十
四
年
四
月
潰

ノ
湯
,仙
術
約
二
｡
五
間
の
盛
で

施
し
た
試
錐
は
'
操
さ
二
〇

九
八
で
､
六
二
度
(
臨
氏
)

の
池
泉
を
符
､
淡
路
屋
は
其
屋
敷
地
内
で
試
推
し
､
粍

さ

一
二
〇
尺
で
､
五
二
度
'
両
班
畳

一
時
間
約
二
石
の

温
泉
を
程
'
基
に
隣
れ
る
川
口
崖
は
､
深
さ

一
八
〇
尺

で
'
約
五
〇
度
'
湧
出
畢

一
時
間
的
三
石
の
温
泉
を
得

酒
井
屋
は
'
其
南
方
で
試
錐
L
t
抹
さ
約
三
〇
〇
八
で

凹
七
度
の
温
泉
を
和
､
湯
崎
紺
は
屋
形
教
の
東
方
に
駅

錐
し
探
さ
約

1
二
〇
尺
で
､
五
〇
度
(
?
)
の
親
展
を
裡

A)0

M
山川

斯
-
従
衆
の
温
泉
附
近
で
'
盛
に
試
掘
し
た
為
め
に

況
泉
の
温
度
､
湧
出
量
に
著
し
-
影
響
し
ー
物
覇
を
惹

起
し
た
の
で
､
和
歌
山
脈
廃
は
､
大
正
十
五
年
二
月
ー

況
泉
取
締
令
を
発
布
し
､
在
水
沢
泉
附
鑑
の
拭
掘
を
断

然
停
止
し
た
.

其
後
旅
館
有
旧
屋
三
木
善
右
術
門
丘
は
､
僻
魔
の
蕗

可
を
得
て
､
践

ノ
湯
S
東

南
約

一
三
〇
間
の
阿
鼻
地
に

拭
錐
を
施
こ
し
'
昭
和
二
年
四
月
深
さ
四
三
三
尺
で
'

第

7･雄

三
蛸

t.1
位~

脱
皮
五
五
度
(
研
氏
).

激
出
景

山
時
間
三
七
･
五
石
の

境
港
を
得
た
｡

･
地
質
は
第
三
紀
層
で
､
上
下
両
部
に
分
た
れ
､
上
部

は
白
艮
鴻
以
北
に
敬
屈
し
'
白
又
は
相
次
色
砂
岩
､
類

淡
色
頁
岩
'
問
磯
岩
よ
-
成
-
'
囲
磯
岩
の
他
は
薄
層

が
多
い
､
下
部
は
圭
に
鈴
山
方
面
に
発
達
し
､
惇

き
褐

色
枕
悪

習

､
薄
き
粉
色
頁
岩
の
累
暦
で
'
洩
泉
を
合

有
す
る
は
此
下
部
暦
で
あ
る
'
温
泉
場
の
甫
伍
に
二
粁

カ
ナ

以
内
に
'
硫
化
鉛
､
亜
鉛
騎
虎
を
稼
行
せ
る
'
船
山
東

山
が
あ
っ
て
､
四
候
の
鋸
脈
は
'
北
七
〇
度
乃
至
八
三

度
兼
に
走
り
､
概
し
て
北
に
急
科
し
て
居
る
､
温
泉
の

試
掘
に
普

J｡
'
泥
鬼
に
遭
著
す
る
前
に
'
必
す
硫
化
鉛

硫
化
亜
鉛
'
硫
化
織
が
秒
泥
ビ
混
じ
て
出
て
来
る
の
ほ

温
泉
ビ
鋸
脈
ど
の
関
係
空

不
す
面
白
き
革
質
で
あ
る
｡

岩
磐
裂
櫨
の
方
向
は
'
北
七
〇
乃
至
八
〇
度
輔
が
澱

も
顕
著
で
'
史
に
北
三
〇
乃
至

-
四
〇
度
兼
の
も
の
だ

北
徹
宵
の
も
の
だ
あ
っ
て
､
況

泉
の
配
列
も
亦
閏
北
西

が
ま
で
'
前
記
裂
醇
の
愈
倉
鮎
附
妃
に
最
も
多

い
､
即

ち
渚

ノ
激
Lの
附
近
で
あ
る
､
多
数
の
限
泉
試
掘
の
精
巣

何
れ
も
此
の
泥
泉
脈
に
普

っ
て
屠
る
も
の
が
良
好
で
､



其
他
は
成
轍
が
不
良
で
あ
る
｡

(
へ
)
伊

豆

の

温

泉

伊
豆
の
譜
渦
泉
中
武
掘
の
例
を
拳
ぐ
れ
は
､
熱
源
町

字
関
原
熱
源
停
革
場
の
両
'
高
距
二
六
五
尺
の
虞
で
'

大
正
十
二
年
人
月
行
っ
た
試
雅
は
深
さ
六
五
七
尺
で
仰

温
泉
を
得
架
か
っ
た
'
田
方
郡
川
西
村
長
同
視
泉
場
で

ウ
シ
ロ

は
'
字

有

城

で

大
正
十
二
年
六
月
試
錐
を
施
こ
し
､
深

さ
九
〇
〇
尺
で
'
七
〇
度
(硫
氏
)
の
温
泉
を
村
た
'
此

他
長
岡

に
於
け
る
試
錐
は
深
さ
三
〇
〇
尺
以
上
の
も
の

カ
ノ

が
多
い
ー
田
方
和
上
狩
野
村
古
楽
温
泉
'兼
府
屋
元
湯
は

深
さ

一
三
三
尺
で
､

脱皮
五
二
〇
八
度
'
湧
出
量

一
時

間
約
七
石
'
酒
屋
湯

は粗
さ

1
二
八
尺
'
湿
度
五
五
度

湧
出
量

一
時
間
二
八
石
､
叉
洗
さ
三
〇
C)尺
で
脱
皮
四

七
度
の
甑
泉
を
得
た
'
相
方
都
青
森
温
泉
の
北
川
酉
相

手
小
坂
地
で
は
､
大
正
十
年
頃
､
洗
さ
八
Q
二
尺
で
'
温

度
六
二
庇
湧
出
量
豊
富
な
温
泉
を
柑
'

育
茶
の
北
に
社

格
千
人
風
臼
は
､
深
さ
約
三
六
〇
尺
､
氾
度
六
五
ヱ
ハ

度
､
湧
出
丑

1
時
間
､
三

1
｡
二
石
'

石橋
蕗
は
'
泥

さ
七
六
八
尺
､
脱
皮
六
八
◎
五
度
'
湧
出
量

一
時
間
六
･

一
三
小
で
あ
る
､
加
茂
郷
南
中
村
で
は
小
学
脱
に
於
て

泣出の
紙
剤
に
放
て

大
正
十

1
年
試
掘
を
賓
施
し
次
の
如
き
噴
騰
泉
を
得
た

賓

ノ
歯
性
さ

一
八
〇
尺
.
温
度
四
九
度
湧
出
量

一
時
間

六
｡
○
石
､
括
ノ
湯
探
さ

一
八
六
尺
'
脱
皮
四
九
度
'

湧
出
量

一
時
間
二
五

･
二
石
｡

地
質
は
熱
源
町
字
田
原
で
は
'
武
雄
の
n
ア
に
依
る

に
､
深
さ
二
三
〇
尺
か
ら
二
七
〇
尺
迄
純
友
色
安
山
岩

で
､
某
か
ら
三
六
〇
尺
迄

一
部
准
次
肇
の
昔
緑

色

安

山
岩
､
六
二
五
尺
迄
蜘
鉄
色
郎
石
安
山
岩
'
｣八
五
七
尺

迄
白
色
糖
密
凝
次
岩
､
七

一
三
八
追
白
色
味
爆
碇
次
岩

で
あ
る
｡
泉
源
は
壁
柘
安
山
岩
に
在
る
ら
し
-
'
泉
脈

は
北
々
西
し
宙
屑
米
が
ま
で
あ
る
.(
本
誌
二
番
､
第

1

敬
'
中
村
氏
伊
豆
汎
泉
塵
照
)

試
錐
の
結
果
前
記
の
如
-
新
温
泉
を
得
た
塵
も
あ
る

が
'
熱
源
や
伊
東
等
で
は
濫
掘
の
結
果
'
捉
殊
の
汲
良

温
度
や
湧
出
鼠
に
'
軌
著
な
影
撃

ピ
及
ぼ
し
､
熱
源
大

敵

り如
き
は
殆
ん
.rjJ噴
洛
し
無
い
様
に
希
っ
た
'
･今
緒

の

拭
錐
に
は
先
以
て
周
到
L･4
る
地
質
一
構
造
や
泉
脈
の

調
査
を
行
ひ
愈
々
賓
施
す
る
に
常
-
.慣
重
な
る
注
意
か

珊
は
ね
ば
な
ら
ぬ
｡

(
ト
)新
潟
順
岩
船
郎
潮
波
村
瀬
披
温
泉

孟

三
五

⑳



地

球

4<.i
八
容

温
泉
の
位
置
は
潮
波
柑
大
字
慣
新
i..i.T
小
字
青
山
の
於

膏
硲
白
の
低
丘
陵
上
に
在
り
'
羽
越
風
道
線
村
上
停
車

場
の
西
'
約
二
哩
､
交
通
は
至
便
で
､
日
本
梅
に
縮
み

眺
望
も
好
い
'
此
温
泉
は
明
治
冊
七
年
四
月
石
油
を
柑

る
目
的
で
､
第
三
紀
層
中
に
試
錐
し
た
虞
が
'
約
六
〇

C
)尺
の
探
さ
に
連
し
た
時
､
塑
硬
な
頁
岩
に
骨
ひ
､
徴

猟
泉
を
符
た
が
全
然
石
油
は
出
で
す
､
加
之
資
本
の
映

乏
4,･J
周
囲
の
反
封
で
'
骨
董
者
は
苦
心
惨
恨
'
東
に
石

英
粗
面
岩
を
掘
進
L
t
蓬
に
深
さ
八
三
七
尺
に
達
し
た

時
､
突
然

一
〇
二
度
(瑞
氏
)
の
熱
港
が
約
九
〇
尺
の
高

さ
ま
で
噴
騰
L
H
し
た
の
で
'
鶴
泉
場
を
雑
貨
す
る
事

に
璃
つ
た
､
泉
贋
は
普
通
の
鷹
瓶
泉
で
'

一
リ
ッ

ト
ル

申
三
･二
二
七
充
の
食

鴎
を
含
む

｡
噴
騰
の
勢

は
其
後
漸

次
減
退
し
た
が
'
温
泉

業
は
年

を
追
て
繁
盛
に
向
て
居

る
〇

三

.妥

結

本
部
に
於
け
る
従
来
洩
泉
試
掘
の
状
況
を
通
紙
す
る

に
'
方
式
は
上
線
堀
が
大
多
数
で
､
.コ

ア
を
取
る
革
の

出
水
る
金
剛
石
試
錐
は
甚
だ
少
な
い
'

汲
さ
は

一
〇
〇

.I:~lJ｣-､u=
′

第

7
離

京

三
六

尺
乃
至
三
〇
〇
尺
迄
の
-
の
が
多
-
~
四
〇
〇
尺
以
上

の
は
稀
少
で
あ
る
､
地
班
的
に
は
関
東
'
北
陸
'
奥
羽

地
方
で
は
､
石
油
莱
採
掘
の
影
響
を
受
け
'
往
々
粍
さ

六
〇
〇
乃
至
九
〇
〇
尺
に
蓬
す
る
金
剛
石
試
錐
も
行
は

れ
た
が
'
閥
両
地
方
で
は
､
上
線
堀
で
四
〇
〇
尺
以
内

が
普
通
で
あ
る
､
弧
度
湧
出
最
北
L1=
採
掘

ほ
ざ
好
嵐
績

で
あ
る
か
ら
､
今
後
探
堀
が
望
ま
し
い
'
掘
進
地
質
は

第
四
紀
'
第
三
紀
の
寧
ろ
疎
軟
な
る
地
層
が

一
般
で
-
:

中
生
代
､
宙
生
代
又
は
火
成
岩
の
曳
き
岩
磐
を
堀
婁
し

た
例
は
稀
少
で
あ
る
が
､
今
後
は
放
き
岩
磐
}J
錐
.,JJ
も

有
望
の
場
合
は
徹
底
的
に
遂
行
す

べ
き
で
あ
る
'
試
掘

個
鹿
の
選
定
に
就
て
も
'
従
水
は
温
泉
湧
出
地
の
附
近

々
百
日
的
に
濫
掘
し
た
の
が
多
く

地
質
構
造
'
暦
序

岩
質
､
岩
磐
の
梨
櫨
､
地
下
水
脈
､
櫓
肘
率
､
等
を
出

水
得
る
限
-
詳
細
に
調
査
し
け
結
果
を
考
査
し
て
｣
地

瓢
を
選
定
し
た
の
は
殆
ん
で
無
い
､
故
に
試
掘
井
の
数

に
此
し
､
成
功
し
た
る
も
の
は
甚

だ妙
な
JR,の
み
な
ら

す
'
従
求
の
温
泉
等
に
重
大
な
る
影
響
畝
及
ぼ
し
､
殆

ん
ぎ
怖
塩
す

'Z
か
ら
ざ
る
損
客
を
招
凍
し
た
例
も
掛
け

-
な
い
○



各
地
に
於
て
試
掘
に
成
功
し
た
温
泉
の
研
在
が
'
恰
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の
は
し
共
か
ら
外
れ
て
居
る
事
を
､
前
記
の
貸
倒
が
澄

明
し
て
居
る
か
ら
'
今
後
の
温
泉
試
掘
者
は
､
必
ず
前

者
の
覆
轍
に
鑑
み
'
汲
め
遺
憾
な
-
前
記
の
諸
事
項
を

調
査
考
究
L
t
何
必
要
に
感
じ
､
汲
怖
試
掘
を
数
側
朗

に
施
行
し
て
'
地
下
櫓
汎
率
､
水
脈
等
の
状
況
を
知
-

地
質
聾
者
の
意
見
を
微
し
､
.朝
昔
の
自
信
を
以
て
本
試

掘
に
著
手
せ
ん
罫
は
'
能
率
吟
遊
､
損
失
汲
防
の
食
め

又
は
従
氷
の
楓
泉
'
飲
料
水
等
に
封
す
る
影
響
を
皆
無

又
は
最
少
隈
に
留
む
る
為
め
に
も
'
是
非
緊
要
な
る
事

を
切
言
せ
ざ
る
を
得
ぬ
.

最
後
に
'
租
兼
の
試
掘
は
､
往
々
個
人
}J
公
共
と
の

刺
客
の
衝
突
を
衆
す
か
ち
､
今
後
は
共
同
の
事
業
ビ
為

し
､
町
村
等
の
自
治
開
鮭
又
は
視
点
業
者
が
凄
め
十
分

協
約
を
遂
げ
'
刺
客
共
に
北
ハ同
な
る
事
情
の
下
に
'
賓

逓
す
べ
き
で
あ
る
J
(完
)

I

京
都
大
阪
奈
良
両
戸
四
近
地
貿
固
説
明
文

(地
球
節
米

馨

鰐
五
故
排
紙
妨
六
版
の
紋
別
)

中

村

新

太

郎

地
球
五
月
班
に
抑
大
し
た
二
十
五
祝
分

一
京
都
大
阪
奈
良
納
戸
四
迎

地
質
図
は
昨
年
和
解
二
回
帆
太
平
洋
嬰
術
骨
読
参
列
希
の
京
阪
地
方
巡

遊
に
便
せ
ん
が
紙
め
案
内
用
と
し
て
作
っ
た
地
公
園
に
少
し
-
手
も
J加

(
た
i
の
で
あ
る
｡
本
紀

例
文は
比
の
区
域
の
地
質
の
枇
姿
,<4
静
い
た

も
の
で
砕
し

い
非
は

評
し
い
地
甥
脚
が
川
氷
た
呼
に
破
る
｡
=
の
二
十

五
祐
介
ノ
一
触
推
脚
は
略
樹
で
は
あ
る
が

f
般
地
歩
盈
好
家

の
佐
用
に

は
堀

へ
符
ら
る
'(
-
輪
は
且
中
称
串
投
の
中
級
以
上
の
串
企
み
し
て
利

光
都
大
阪
奈
良
納
戸
田
沢
地
質
脚
詑
例
文

用
さ
せ
た
い
も
の
で
み
ろ
｡
少
数
部
の
地
質
脚
在
位
多
成
象
堂
か
ら

f

般
に
取
貿
す

る
こ
と
に
な
っ
て
放
る
O

京
阪
地
方
は
地
勢
上
申
原
ビ
丘
陵
.,J
山
地
ど
の
三
部

に
介
つ
こ
と
が
出
凍
る
｡
平
原
は
沖
積
層
'
丘
陵
は
洪

積
層
と
第
三
紀
層
p
山
地
は
主
に
古
生
暦
､
刺
状
北
尚

岩
､
花
尚
岩
叉
は
閃
織
岩
か
ら
成
･clt
此
等
の
地
層
岩

蓋

三
七


